
広
報
富
士
河
口
湖

　
２０

第
20
回
富
士
河
口
湖
町

　
　
　
住
民
ゴ
ル
フ
会
参
加
者
募
集

「
第
10
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
富
士
五
湖
場
所
」

　
　
　
参
加
者
募
集

＝
ぴ
ゅ
あ
富
士
　
市
民
企
画
講
座
＝

　
『
い
の
ち
を
囲
む
も
の

　
　 

 

～
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
て
～
』

北
富
士
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
団
員
募
集

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
技
能
講
習
会

第
８
回
「
河
口
湖
ろ
う
そ
く
能
」

＝
在
職
者
訓
練
＝

◆
日
　
時
　
　
４
月
17
日
（
月
）

◆
場
　
所
　
　
河
口
湖
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

◆
対
象
者
　
　
町
内
在
住
者

◆
プ
レ
イ
代
　
１
３
０
０
０
円
（
税
・
諸
経
費
含
む
）

■
特
　
典
　
　
昼
食
・
練
習
ボ
ー
ル
（
30
球
）
付

■
申
込
期
間
　
４
月
13
日
（
水
）
ま
で
＊
申
込
用
紙
あ
り

◎
問
合
せ
先
　
総
務
課
船
津
財
産
区
事
務
局(

町
役
場
２
階) 

  

　
　
　
　
　
　
　
�
72
‐
１
１
１
２

※
１
～
２
名
の
個
人
参
加
も
可
能
で
す
が
、
他
の
個
人
参
加 

　
者
が
い
て
、
混
合
の
組
を
編
成
で
き
る
場
合
は
、
右
記
の

　
金
額
で
プ
レ
ー
で
き
ま
す
。
２
名
以
下
の
組
だ
と
キ
ャ
デ

　
ィ
ー
フ
ィ
ー
が
追
加
に
な
り
ま
す
。

■
練
習
日
　
毎
週
火
・
金
曜
日
午
後
７
時
30
分
～
９
時

■
場
　
所
　
富
士
北
稜
高
等
学
校
格
技
場

■
受
講
料
　
無
料

　
　
　
（
保
険
料
５
０
０
円
別
途
）

■
定
　
員
　
30
人
（
先
着
順
）

■
申
込
み
　
４
月
11
日
～
28
日

■
問
合
せ
　
西
村
（
西
村
整
骨
院
）

　
　
　
　
　
　
�
22
‐
3
6
7
0

■
募
集
対
象
　
富
士
五
湖
地
域
の
小
学
１
～
６
年
生

■
開
催
日
　
４
月
30
日
（
日
）
受
付
午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
競
技
　
午
前
９
時
～
午
後
２
時
55
分

■
場
　
所
　
忍
野
村
民
体
育
館
、
国
体
記
念
土
俵

■
参
加
料
　
１
人
５
０
０
円
（
保
険
・
参
加
記
念
品
含
）

■
申
込
方
法
　
各
小
学
校
へ
配
布
し
た
申
込
用
紙
を

　
�
送
信
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
か
ら
の
申
込
み
も
可

■
締
切
り
　
４
月
20
日
（
木
）

■
問
合
先
　
木
村
（
�
0
9
0-

2
2
3
4-

0
0
5
5
）

　
　
　
　
　
三
浦
（
�
0
9
0-

2
6
2
0-

5
3
3
0
）

又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://www.fujigokojc.or.jp/

■
日
　
時
　
５
月
19
日
（
金
）
　
開
演
午
後
５
時
30
分

■
場
　
所
　
常
在
寺
本
堂
（
小
立
）

■
入
場
料
　
５
０
０
０
円
（
全
席
自
由
2
5
0
席
）

■
内
　
容

　
【
第
一
部
】「
笛
の
は
な
し
」
松
田
弘
之
（
森
田
流
笛
方
）

　
【
第
二
部
】
狂
言
「
柿
山
伏
」
山
本
泰
太
郎
（
大
蔵
流
）
他

　
　
　
　
　
能
「
敦
盛
」
角
当
直
隆
（
観
世
流
梅
若
）
他

●
問
合
先
　
河
口
湖
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ベ
ル

　
　
　
　
　
（
�
73
‐
２
５
８
８
）

�
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程
（
１
３
０
時
間
）

　
■
受
講
対
象
　
55
歳
以
上
65
歳
未
満
の
就
職
希
望
者

　
■
日
　
程
　
５
月
25
日
～
６
月
30
日
（
22
日
間
）

　
■
会
　
場
　
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
■
受
講
料
　
無
料
　
■
定
　
員
　
15
名

�
一
般
家
庭
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
20
時
間
）

　
■
受
講
対
象
　
55
歳
以
上
65
歳
未
満
の
就
職
希
望
者

　
■
日
　
程
　
５
月
10
日
～
５
月
17
日
（
５
日
間
）

　
■
会
　
場
　
富
士
吉
田
市
下
吉
田
コ
ミ
セ
ン

　
■
受
講
料
　
無
料
　
■
定
　
員
　
１
５
名

●
問
合
先
　
（
社
）
富
士
五
湖
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
�
22
‐
９
２
４
１

　
20
年
以
上
在
宅
ケ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
る
内
藤
さ
ん

か
ら
、
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
学
び
ま
す
。

■
日
　
時
　
５
月
16
日(

火)

午
後
７
時
～
８
時
30
分

■
講
　
師
　
内
藤
い
づ
み（
ふ
じ
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

■
そ
の
他
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。参
加
は
無
料
。

　
　
　
　
　
託
児
（
対
象
：
未
就
学
児
）
を
ご
希
望
の
方

　
　
　
　
　
は
３
日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
開
催
場
所
／
申
込
先

ぴ
ゅ
あ
富
士
（
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー 

） 

　
　
　
　
　
　
�
0
5
5
4-

45-

1
6
6
6
　

　
　
　
　
　
　
�
0
5
5
4-

45-

1
6
6
3

※�

ぴ
ゅ
あ
富
士
で
の
講
座
紹
介

　
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
　
子
育
て
支
援
講

座
」
子
ど
も
と
一
緒
に
ホ
ッ
と
し
た
い
方
、子
育
て
の
仲

間
が
欲
し
い
方
、子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
方
を
対
象
に
し

た
、子
ど
も
も
親
も
楽
し
め
る
５
回
シ
リ
ー
ズ
の
講
座
。

■
講
師
　s

p
a
c
e

“も
や
い
”
ス
タ
ッ
フ
３
名
（
各
講
座
）

■
対
象
／
定
員
　
１
才
～
未
就
園
児
と
そ
の
親
30
組
　

■
参
加
は
無
料
で
す
。
但
し
、
材
料
費
と
し
て
２
回
目
―

２
０
０
円
、
３
回
目
―
５
０
０
円
。
０
歳
児
の
託
児
を
ご

希
望
の
方
、
申
し
込
み
の
際
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
�
商
業
簿
記
入
門
　
　
　
５
月
８
～
29
日
（
13
日
間
）

　
�
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
　
５
月
11
～
19
日
（
６
日
間
）

　
�
中
高
年
齢
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
活
用
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
月
24
～
26
日
（
３
日
間
）



広
報
富
士
河
口
湖

　
２１

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
様
へ
　

＝
第
八
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
＝

青
い
鳥
郵
便
葉
書
の
無
償
配
布

各
種
医
療
費
助
成
の
給
付
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

準
社
員
・
パ
ー
ト
募
集
！

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
に
ご
注
意
下
さ
い

●
受
付
・
お
問
合
せ
先

　
都
留
高
等
技
術
専
門
校
（
都
留
市
小
形
山
１
番
地
）

　
　
　
　
�
0
5
5
4
‐
43
‐
8
9
1
1
　

　
　
　
　
�
0
5
5
4
‐
43
‐
8
9
1
2

　
最
近
、
大
手
金
融
機
関
な
ど
を
装
っ
て
、「
お
金
貸
し

ま
す
」
と
い
っ
た
内
容
の
偽
者
Ｄ
Ｍ
や
携
帯
メ
ー
ル
等

を
送
り
つ
け
、
保
証
金
や
保
険
金
名
目
で
お
金
を
騙
し

取
る
新
手
の
手
口
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
詐
欺
行
為
を「
貸
し
ま
す
詐
欺
」と
い
い

ま
す
。
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。

「
騙
さ
れ
な
い
た
め
の
心
構
え
三
か
条
」

【
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
】

■
取
引
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
突
然
送
ら
れ
て
く

　
る
、「
お
金
貸
し
ま
す
」
と
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
・
携

　
帯
メ
ー
ル
等
に
注
意
（
低
金
利
で
、
し
か
も
高
額
を
貸

　
し
付
け
る
か
の
よ
う
な
広
告
に
注
意
）

【
第
二
の
ポ
イ
ン
ト
】

■
融
資
を
す
る
前
に
、
様
々
な
口
実
で
お
金
を
振
り
込

　
ま
そ
う
と
す
る
手
口
に
注
意
。（
保
証
料
、
保
険
料
な

　
ど
の
名
目
で
必
ず
お
金
を
要
求
し
て
き
ま
す
）

【
第
三
の
ポ
イ
ン
ト
】

■
「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
た
ら
、
送

　
金
の
前
に
左
記
に
問
い
合
わ
せ
。

※
「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
被
害
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

�
03-

5
3
2
0-

4
7
7
4
（
東
京
都
貸
金
業
対
策
課
）

　
平
日
：
午
前
９
時
～
４
時
30
分
（
昼
休
み
除
く
）

　　
日
本
郵
政
公
社
で
は
、
身
体
障
害
者
及
び
知
的
障
害

者
の
福
祉
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と
認
識
を
更
に
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
重
度
障
害
者
の
方
で
希
望
さ
れ
る

方
に
青
い
鳥
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
く
ぼ
み
入

り
通
常
郵
便
葉
書
を
無
料
で
さ
し
あ
げ
ま
す
。

■
配
布
対
象
　
重
度
の
身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者

■
受
付
期
間
　
４
月
３
日
（
月
）
～
５
月
31
日
（
水
）

■
配
布
葉
書
　
く
ぼ
み
入
り
通
常
葉
書
（
１
人
に
20
枚
）

■
申
出
方
法
　
郵
便
局
に
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育

　
　 

手
帳
を
提
示
し
、
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
て
提
出

■
配
布
方
法
　
４
月
20
日
以
降
、
郵
便
局
か
ら
郵
送

●
問
合
せ
先
　
広
報
部
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
03-

3
5
0
4-

4
1
6
2

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
の
方
で
、平
成
17
年

４
月
１
日
時
点
に
お
い
て
、公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等

を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
は
、次
の
対
象
者
順
位
で

最
初
に
該
当
す
る
ご
遺
族
の
方
１
名
に
対
し
、額
面
40
万

円
、10
年
償
還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
対
象
者

　
１
、
弔
慰
金
の
受
給
権
者
　
２
、
戦
没
者
等
の
子

　
３
、
�
父
母
　
�
孫
　
�
祖
父
母
　
�
兄
弟
姉
妹
（
戦

　
　
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
お
り
、
か
つ
、
戦
没

　
　
者
等
と
氏
が
同
じ
で
あ
る
方
）

　
４
、上
記
３
以
外
の
�
父
母
　
�
孫
　
�
祖
父
母
　
　

　
　

�
兄
弟
姉
妹

　
５
、
上
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族（
戦
没

　
　 

 

者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計

　
　 

 

関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
）

◇
請
求
期
限
　
平
成
20
年
３
月
31
日

◇
請
求
方
法
　
町
役
場
　
福
祉
推
進
課
　

◇
問
合
先
　
国
保
援
護
課
救
護
恩
給
担
当

　
　
　
　
　
　
　
�
0
5
5-

2
2
3-

1
4
5
4

　
　
　
　
　
町
役
場
福
祉
推
進
課
　
�
72-

6
0
2
8

※
昨
年
か
ら
請
求
書
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ま 

　
だ
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
で
、
請
求
書
の
提
出
を

　
行
っ
て
い
な
い
人
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
早
め
に
請

　
求
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
18
年
７
月
１
日
以
降
受
診
さ
れ
る
重
度
医
療
費

・
乳
児
医
療
費
・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
該
当
の

方
の
入
院
時
食
事
療
養
費
分
に
つ
い
て
は
、
補
助
対
象

外
と
な
り
ま
す
。
（
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。
）�

●
詳
し
く
は
、

　
福
祉
推
進
課
　
�
72
‐
６
０
２
８
（
重
度
・
ひ
と
り
親
）

　
健
康
増
進
課
　
�
72
‐
６
０
３
７
（
乳
児
）

　
こ
の
春
、
船
津
財
産
区
有
地
（
船
津
三
の
段
）
に
新
工

場
が
完
成
し
た
松
山
油
脂
（
株
）
が
、
新
た
に
10
名
の
準

社
員
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　
松
山
油
脂
（
株
）
は
、
東
京
都
墨
田
区
に
本
社
を
有
す

る
石
け
ん
・
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
合
成
原
料
等
余

計
な
添
加
剤
を
使
わ
ず
、
安
全
性
と
環
境
性
に
配
慮
し

た
製
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
募
集
す
る
職
種
は
、
生
産
管
理
・
品
質
管
理
、
通

信
販
売
の
商
品
ピ
ッ
キ
ン
グ
及
び
出
荷
業
務
で
す
。
詳

し
い
募
集
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
下

さ
い
。（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
a
t
s
u
y
a
m
a
.
c
o
.
j
p

）

●
問
合
先
　
松
山
油
脂(

株)

総
務
経
理
部
　
渡
辺
那
須



広
報
富
士
河
口
湖

　
２２

町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
埋
蔵
文
化
財
発
掘

　 

河
口
バ
イ
パ
ス
建
設
関
連
遺
跡

お
知
ら
せ

「山梨県埋蔵文化財センター提供」

　　
河
口
バ
イ
パ
ス
建
設
関
連
の
遺
跡
調
査
が
、
山
梨
県
教
育
委
員
会

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
於
て
お
こ
な
わ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
平
成
十
四
年
試
掘
調
査
を
行
い
埋
蔵
包
蔵
層
を
確
認
、
平
成
十
五

年
か
ら
本
格
的
調
査
に
入
り
、
井
坪
・
炭
焼
・
塚
越
遺
跡
を
発
掘
、
縄

文
時
代
の
四
千
年
前
の
住
居
跡
及
び
多
数
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
調
査
の
河
口

地
区
は
東
海
道

を
通
し
中
央
政

庁
と
甲
斐
の
国

府
を
結
ぶ
官
道

が
通
り
平
安
時

代
の
法
典
に
あ

る
「
延
喜
弐
」
に

記
載
さ
れ
た
甲

斐
の
三
駅
の
一

つ
「
河
口
」
駅
が
置
か
れ
た
要
衝
の
地
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
　
富
士
山
噴
火
や
様
々
の
要
件
の
中
で
恵
ま
れ
た
地
で
あ

り
古
代
か
ら
人
が
住
み
つ
い
て
お
り
、
遺
跡
の
調
査
は
古
文
書
に
も

先
住
民
の
住
居
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
地
元
に
お
い
て
も
深
い
関

心
の
も
と
に
調
査
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
滝
沢
遺
跡
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
滝
沢
遺
跡
の
調
査
地
区
は
バ
イ
パ
ス
建
設
の
追
坂
ト
ン
ネ
ル
（
漕

艇
所
の
所
）
を
抜
け
追
坂
峠
を
下
っ
た
鎌
倉
街
道
の
合
流
点
か
ら
水

田
地
帯
に
入
る
地
帯
で
平
成
十
七
年
度
に
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
調
査
区
内
に
は
鯉
の
水
川
や
道
路
が
横
断
し
て
お
る
た
め
調
査

区
を
三
区
に
分
け
調
査
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
区
（
追
坂
峠
を
下
っ
た
鎌
倉
街
道
と
バ
イ
パ
ス
の
合
流
点
か
ら

鯉
の
水
川
）
で
は
平
安
時
代
九
世
紀
か
ら
十
世
紀
の
堅
穴
住
居
跡
五

軒
と
土
杭
三
基
を
検
出
、居
住
の
カ
マ
ド
付
近
か
ら
は
「
夲
人
」
と
墨

書
き
さ
れ
た
土
師
器
の
皿
が
出
土
、
カ
マ
ド
は
祭
紀
の
行
事
が
行
わ

れ
た
状
況
が
う
か
が
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
平
安
時
代
の
遺
物
は
土
器
片
の
他
、
刀
子
や
紡
錘
車
な
ど
の
製
品

が
出
土
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
二
区
（
鯉
の
水
川
か
ら
ブ
ル
ー
ベ
リ
畑
の
辺
）
で
は
堅
穴
住
居
跡

九
軒
と
土
杭
二
基
、
堅
穴
状
遺
構
一
器
、
古
墳
時
代
の
溝
状
遺
構
一

条
を
検
出
。

　
ま
た
住
居
跡
か
ら
土
製
の
錘
で
漁
労
具
と
し
て
使
用
し
た
と
考

え
ら
れ
る
土
錘
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
付
近
の
川
や
湖
で
漁
を
し
て

い
た
様
子
が
窺
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
二
区
に
お
い
て
も
「
夲
人
」
と
墨
書
さ
れ
た
土
師
器
や
坏

（
つ
き
）
が
大
量
に
出
土
し
、
古
墳
時
代
の
溝
状
遺
構
で
は
古
墳
時
代

前
期
の
土
器
片
が
出
土
し
て
お
り
ま
す
。

　
三
区
（
ブ
ル
ー
ベ
リ
畑
付
近
か
ら
北
方
向
へ
）
で
は
土
杭
十
三
器
、

ヒ
ッ
ト
二
器
を
検
出
、
炭
火
材
と
焼
土
や
土
器
片
を
検
出
し
て
お
り

ま
す
。

　
平
安
時
代
の
堅
穴
住
居
跡
な
ど

は
、
調
査
区
全
体
を
通
し
当
時
の
集

落
の
一
部
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
　
調
査
区
内
か
ら
は
旧
河

道
と
考
え
ら
れ
る
砂
礫
の
堆
積
が

見
ら
れ
、
各
所
で
洪
水
に
よ
る
砂
礫

が
確
認
さ
れ
こ
れ
等
の
層
か
ら
縄

文
時
代
前
期
、
弥
生
時
代
　
古
墳
時

代
の
土
器
が
出
土
し
て
お
る
こ
と

か
ら
本
調
査
よ
り
標
高
の
高
い
近
隣
に
該
期
の
遺
跡
の
存
在
が
推

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
河
口
湖
東
岸
の
集
落
の
発
見
は
初
め
て
で
あ
り
文
献
資
料
と
と

も
に
こ
の
地
域
の
歴
史
を
知
る
上
に
大
変
貴
重
な
遺
跡
で
あ
り
ま

す
。
　
バ
イ
パ
ス
建
設
に
関
連
す
る
遺
跡
の
調
査
は
さ
ら
に
進
め
ら
れ

疱
橋
遺
跡
、
そ
し
て
平
成
十
八
年
一
月
・
二
月
の
河
口
浅
間
神
社
東

側
の
試
掘
で
は
縄
文
時
代
早
期
と
思
わ
れ
る
土
器
が
出
土
さ
れ
て

お
り
本
格
的
調
査
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
（
山
梨
県
文
化
財
セ
ン

タ
ー
資
料
参
考
）

　
山
梨
県
立
考
古
博
物
館
で
は
、
四
月
九
日
ま
で
、「
山
梨
の
遺
跡
二

〇
〇
六
と
題
し
て
そ
の
中
で
井
坪
・
炭
焼
・
塚
越
・
滝
沢
・
疱
橋
遺
跡

の
展
示
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 
 

文
化
財
審
議
会
委
員

【
2
月
24
日
か
ら
3
月
20
日
ま
で
】

お
め
で
た
（
出
生
）

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

お
子
さ
ん

父

母

ひ
め
か

せ
　
な

ま
　
や

と
　
わ

は
る
な

ゆ
う
き

し
ゅ
う
ま

せ
い
が

ま
　
い

も
も
か

た
い
よ
う

し
ゅ
ん
す
け

ひ
か
り

り
　
の

ま
さ
む
ね

ひ
　
の
　
り

の
　
の
　
は り

ん

だ
い
き

米
山
　
姫
加
　
　
国
　
　
　
貴
　
子
　
船
津

小
林
　
瀬
南
　
　
雅
　
俊
　
真
　
由
　
船
津

石
倉
　
麻
弥
　
　
昌
　
人
　
　
舞
　
　
船
津

久
保
　
音
和
　
　
貴
　
政
　
由
美
子
　
船
津

加
川
　
大
真
　
　
　
澄
　
　
由
　
実
　
船
津

渡
邊
　
　
凛
　
　
史
　
朗
　
友
　
美
　
船
津

田
上
陽
乃
梨
　
　
広
　
志
　
徳
　
子
　
船
津

西
巻
　
春
菜
　
　
達
　
弘
　
通
　
代
　
船
津

安
富
希
叶
羽
　
　
浩
　
司
　
友
　
美
　
船
津

森
沢
　
友
紀
　
　
和
　
知
　
律
　
子
　
船
津

渡
辺
　
莉
野
　
　
浩
　
司
　
喜
代
香
　
船
津

泉
　
　
壮
宗
　
　
和
　
章
　
晶
　
恵
　
船
津

小
田
　
脩
真
　
　
博
　
行
　
美
香
子
　
船
津

君
塚
　
星
河
　
　
直
　
人
　
真
由
美
　
小
立

中
田
　
隼
輔
　
　
貴
　
洋
　
礼
　
子
　
小
立

在
原
　
　
暉
　
　
　
誠
　
　
利
　
絵
　
小
立

畑
川
　
舞
衣
　
　
賢
　
司
　
香
　
江
　
小
立

相
澤
　
桃
花
　
　
　
均
　
　
華
　
子
　
小
立

仲
田
　
太
陽
　
　
祐
　
輝
　
け
　
い
　
富
士
ヶ
嶺

大
石
　
勝
富
　
58
歳
　
大
石
　
　
一
　
船
津



広
報
富
士
河
口
湖

　
２３

　世にいう『グリム童話集』には200以上の話が収められています。みなさ

んはそのうちのいくつぐらいをご存知でしょうか。「ヘンゼルとグレーテ

ル」「赤ずきん」「シンデレラ（灰かぶり）」「ブレーメンの音楽隊」「白

雪姫」…

　世界中で語られ、欧米では聖書に次いで広く読まれている書物とさえい

われるグリム童話。親から子へ、祖母から孫へ、教師から生徒たちへ、国

境をこえ世代をこえ、いまなお人びとに夢を与えつづけているかずかずの

物語。これも我々人類が共有できた無形のさいわい、貴重な財産の一つとい

ってもいいのではないでしょうか。

　本展は、カッセル(ドイツ)のグリム兄弟博物館が所蔵する、メモリ・オブ・ザ・ワールド（文献の世界遺

産）に認定された書籍資料をはじめ、19世紀から現代にいたるグリム童話の挿絵や復刻本、兄弟の愛用品や

直筆の手紙などの資料約290点を展示し、グリム兄弟の生涯やその業績をたどります。

　　

　 

　夢の中へと誘う不思議な世界の住人たち。作者の心に浮かぶ幻想的な妖精は、

着物の子どもたちとはまた違う魅力があります。 

　倉本聰氏原作のニングルストーリーなど妖精の作品を集めた約８０体で構成。 

○主な展示作品 

　「眠りの精」「真夏の夜の夢」「アラビアンナイト」

　「ニングル」「木の葉の精」 

　

　　古代日本の文化を研究する日本画家・鳥居礼氏。 

　鮮やかな色彩で描かれた大和絵は、神秘的で温かみがあります。 

　今回のために制作された新作を含む19点とオブジェを展示いたします。

『グリム兄弟展』 ４月１日～５月２１日『グリム兄弟展』 ４月１日～５月２１日『グリム兄弟展』 ４月１日～５月２１日

美術館からお知らせ ……………………………

河口湖ミューズ館からお知らせ …………………

与 勇輝常設展　『夢の中へ』　開催中！与 勇輝常設展　『夢の中へ』　開催中！与 勇輝常設展　『夢の中へ』　開催中！

鳥居 礼作品展　－常世の踊りシリーズ－鳥居 礼作品展　－常世の踊りシリーズ－鳥居 礼作品展　－常世の踊りシリーズ－併設企画展

〈３月1日現在の人口・世帯〉

人口

男

女

世帯

　　25,565人　

 12,564人　

 13,001人　

 8,518世帯

人のうごき人のうごき人のうごき日   

時
　
4
月
11
日 (

火)

・
5
月
9
日 (

火)

　
　
　   

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場   

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ
　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
�
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

中
井
　
万
代
　
68
歳
　
角
田
　
　
武
　
船
津

古
屋
　
智
尊
　
66
歳
　
古
屋
　
惠
子
　
船
津

渡
邉
　
サ
ダ
　
81
歳
　
渡
邉
　
宗
一
　
船
津

窪
田
む
つ
ミ
　
83
歳
　
窪
田
　
栄
惠
　
船
津

渡
邉
　
重
二
　
51
歳
　
渡
邉
　
竹
藏
　
大
石

流
石
い
し
子
　
96
歳
　
流
石
　
富
雄
　
勝
山

渡
辺
　
松
子
　
88
歳
　
渡
辺
袈
裟
一
　
精
進

中
村
安
喜
雄
　
79
歳
　
中
村
　
　
泰
　
西
湖

山
中
　
　
豊
　
＝
　
大
谷
　
千
代
　
船
津

外
川
　
孝
行
　
＝
　
米
山
ゆ
き
江
　
船
津

大
石
　
静
六
　
＝
　
池
田
　
辰
代
　
小
立

（旧富士河口湖町比　－５）
（上九一色分　1,212）

（旧富士河口湖町比　－２）
（上九一色分　620）

（旧富士河口湖町比　－３）
（上九一色分　592）

（旧富士河口湖町比　－12）
（上九一色分　407）

会期は、常設展・併設企画展とも 10月4日まで

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　 

3
月
広
報
誌
24
ペ
ー
ジ 

上
段
2
行
目

　 

　(

誤)
 

3
月
22
日
、
上
九
一
色
…

　 

　(

正)
 

2
月
22
日
、
上
九
一
色
…

　 
 

お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
共
に
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。



広
報
富
士
河
口
湖
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「
広
報
富
士
河
口
湖
」
は
資
源
保
護
と
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

2
0
0
6
年
4
月
 
N
o
.
2
9
広
報
富
士
河
口
湖

発
行
/
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
役
場

編
集
/
富
士
河
口
湖
町
役
場
　
企
画
課

〒
401-0392　

T
E
L
 
0
5
5
5
-
7
2
-
1
1
2
9

http://w
w

w
.tow

n.fujikaw
aguchiko.yam

anashi.jp/
kikaku@tow

n.fujikaw
aguchiko.yam

anashi.jp

地球環境にやさしい町づくりを進めています。

ISO 14001 認証取得

EC00J0306

休日・夜間の救急医の問い合わせ先　�２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～

会　場

料　金

曲　目

日　時

松実健太&外川真里亜 デュオリサイタル松実健太&外川真里亜 デュオリサイタル松実健太&外川真里亜 デュオリサイタル

富士河口湖町在住。桐朋学園大学ピアノ専攻在学中。

２００３年山梨県民文化祭にて最高賞を受賞。

イタリアピアノコンコルソにて金賞を受賞。

２００４年９月河口湖円形ホールにてデビューリサイタルを開催。

霧島国際音楽祭やイタリア協会主催のコンサートに出演するなど、

多方面にわたり演奏活動を行っている。

２００６年５月３日（日）　午後２時３０分開場／午後３時開演

河口湖円形ホール

全席自由　大人　２，０００円／学生　１，０００円

ピアノソロ曲　シューベルト／即興曲 Op.142-3　　シューベルト／即興曲　Op.90-3　ショパン／舟歌　Op.60

　　　　　　  ショパン／ノクターン　Op.9-2　ほか　　　　　

デュオ曲　　  シューベルト／アルペジオネ　ソナタ　サン・サーンス／白鳥　ほか

（ヴィオラ） （ピアノ）

★外川真里亜プロフィール

●問合せ；Ｋ．Ｐ．Ｍ（外川）　０９０－３０６７－７５３２

♪河口湖円形ホールコンサート情報♪♪河口湖円形ホールコンサート情報♪

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

今
月
の
新
庁
舎
企
画

今
月
の
新
庁
舎
企
画

（
展
示
時
間
は
平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま
で
。)

ど
ん
ぐ
り
会
作
品
展

ど
ん
ぐ
り
会
作
品
展

渡
辺
　
晴
江
・
三
浦
　
信
子

渡
辺
千
鶴
江
・
坂
本
　
初
子

４
月
11
日(

火)

～
４
月
27
日(

木)
 

　
仲
の
良
い
同
級
生
４
人
が
十
余
年
、
渡

辺
晴
江
さ
ん
の
創
意
工
夫
に
優
れ
た
才
能

に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
創
り
あ
げ
た
色

々
な
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
寸
暇
を
楽
し
み
素
的
な
色
柄
の
ち
り
め

ん
な
ど
を
求
め
、
た
く
さ
ん
の
古
布
を
使

っ
て
、
秋
に
は
ど
ん
ぐ
り
拾
い
を
し
て
、

あ
れ
こ
れ
の
も
の
を
利
用
し
な
が
ら
作
っ

た
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
で
す
。
面
白
く
可
愛

い
品
々
を
そ
れ
ぞ
れ
が
持
ち
寄
り
ま
し
た

の
で
、
是
非
、
ご
覧
下
さ
い
。

展
示
期
間

展

示

者

　
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
町
の
出
来
事
な
ど
を
１
週
間
に
１
度
放
送

し
て
い
る
テ
レ
ビ
「
こ
う
ほ
う
富
士
河
口
湖
」
は
、
河
口
湖
C
A
T
V
と
、

「
北
富
士
テ
レ
ビ
」
を
通
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
今
ま
で
の
コ
ー
ナ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
４
つ
の
コ
ー
ナ

ー
を
月
１
回
づ
つ
設
け
な
が
ら
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
番
組
作
り
に
努
め
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
が
見
れ
な
い
方
に
は
、
Ｖ
Ｈ
S
テ
ー
プ
等
の
貸
出
も
行

い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
連
絡
し
て
下
さ
い
。

　
西
湖
地
区
の
大
学
生
・
正
史
君
が
、
町
内
各
地
区
で
食
べ
継
が
れ
て
い
る

料
理
な
ど
を
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

思
い
出
話
な
ど
も
聞
い
て
し
ま
お
う
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
い
き
い
き
と
自
分
の
道
を
確

実
に
歩
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
広
報
誌
の
「
古
の
小
径
」
で
紹

介
し
て
い
る
内
容
に
加
え
て
、
町

内
各
地
区
で
受
継
が
れ
て
・
伝
承

さ
れ
て
い
る
も
の
や
失
わ
れ
そ
う

な
も
の
を
取
り
上
げ
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
町
役
場
や
地
域
で
行
わ
れ
て

い
る
ホ
ッ
ト
な
話
題
や
活
動
や
取

組
み
を
企
画
課
職
員
・
渡
辺
誠
が

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

【
ま
さ
ふ
み
の
ふ
る
さ
と
料
理
食
べ
歩
き
】

【
す
て
き
に
マ
イ
ラ
イ
フ
】

【
歴
史
・
文
化
探
訪
】

【
ホ
ッ
ト
・
ほ
っ
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】

＝
新
コ
ー
ナ
ー
紹
介
＝

テ
レ
ビ
「
こ
う
ほ
う
富
士
河
口
湖
」
に
つ
い
て

午前６時15分～６時45分
午前７時15分～７時45分
午前８時15分～８時45分
午前９時15分～９時45分

午後５時15分～５時45分
午後６時15分～６時45分
午後７時15分～７時45分
午後11時15分～11時45分

◆毎日曜日～火曜日の週３回　◆２チャンネル
◆放送時間

「河口湖CATV」での放送日程

「北富士テレビ」での放送日程

◆毎月曜日と木曜日の週2回　◆11チャンネル
◆放送時間　午後7時～7時30分
　(放送内容等によって時間が変更する場合があります。)


